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国史跡 釜蓋遺跡 上越妙高駅西口の目の前にある釜蓋遺跡は、弥生時代の終わり頃から古墳時代のは
じめ頃の環濠集落跡で、当時の上越地方の中心的集落だったと推定されています。
2008年、吹上遺跡とともに国の史跡に指定されました。

2 01 1年 に 国 の文化 財 に 指 定 さ れた、
寺町にある善導寺の本尊。檜材の寄木造
で、鎌倉時代後期に制作されたものと推
定されています。発掘調査の状況を報道各社に公開（2011・平成23年７月） ㊤：釜蓋遺跡ガイダンスに展示されている出土品　㊦：釜蓋遺跡公園

国指定文化財
木造善導大師立像

歴史的な建造物 市内には文化財として指定・登録されている歴史的に貴重な住居や産業の礎となった建物などが残されています。
現在も使われていたり、イベントなどで公開されることもあり、私たちに当時の建築様式や生活や産業の様子を伝えています。

国登録有形文化財 瀧本邸（頸城区 2012・平成24年登録）

国登録有形文化財 岩乃原葡萄園 第一號石蔵（北方  2008・平成20年登録） 国登録有形文化財 えちごトキめき鉄道 二本木駅駅舎（中郷区  2019・令和元年登録） 国登録有形文化財 旧藤田家住宅 いたくら亭（板倉区  2022・令和４年登録）

国登録有形文化財 保阪邸（戸野目 2024・令和６年登録） 市指定文化財 林富永邸（三和区 2007・平成19年指定）国登録有形文化財 白田邸（頸城区 2014・平成26年登録）

直江津の歴史や文化、風土などの魅力を引き出すとともに、まちの賑わいを創出する現代アートのイベント「なおえつ うみまち
アート」が、2021年から始まりました。まちなかでの作品の展示のほか、直江津屋台会館や直江津ショッピングセンター エルマー
ルなどでワークショップが開催されました。

「そらのみなと」 （2021・令和３年 空間演出研究所・船見公園）ワークショップの様子（2024・令和６年） 「水平線の記憶」（2023・令和５年 TEAMうみまち・船見公園）

なおえつ うみまちアート


